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　本稿はもともと, 本学物質生物科学科 3 年次（2014 年















































































確保されたエネルギーや時間は, 人間を必ずしも幸せにしない。加えて, 機械を使ううちに, 人間は機械に依存
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えば, 福永光司は, 『荘子』を指して, 「古代中国の実存
主義」と呼んでいる 4）。『荘子』は中国や日本の文学者
に広く愛読され, 上記の山本夏彦以外にも, 李白, 杜甫, 
蘇
  そ しょく
軾, 魯迅, 吉田兼好, 松尾芭蕉など, 東洋文学史を飾
る大物に影響を与えてきた。科学者では, 湯川秀樹が
『荘子』を好んだことはよく知られている。近年の大学






























































図 3  『荘子』 ＝ 『南



















































　機事, 機心は, 人間に別のリスクも与える。それは, 人
間の精神に関わるリスクである。人間とは哀しいもの
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Machinery Users Unavoidably Tend to Be Dependent on Mechanics.
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